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コスタリカ日本語教育における NT と NNT の同異点 

―言語学習ビリーフ調査を通して― 

 

松本 匡史 
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【要旨】 

本稿では、コスタリカにおいて日本人日本語教師（NT）とコスタリカ人日本語教師

（NNT）の言語学習ビリーフ調査を行なった。その結果、全 51 項目中 27 項目おいて

有意な違いが確認された。同異点を確認することにより、「現地教師養成」やチームティ

ーチングに役立てることができるだろう。 

 

 

1．はじめに 

筆者は JICA1青年海外協力隊、日本語教育ボランティアとして、2015年 9月から 2017

年 12 月まで派遣され、コスタリカ大学文学部現代言語学科に配属されていた。2 年ほど

コスタリカで生活し、日本語教師として大学で教え、それに加えコスタリカ日本語教師

会に所属し、各種イベント（JLPT、日本語教育セミナー、交流会など）の実施をした。

教師会に所属することにより、コスタリカ日本語教育の問題点も種々見えてきた。その

1 つに「現地教師養成」というものがある。現地教師、つまり日本語非母語話者教師（以

下 NNT2）の指導育成をするということである。コスタリカ日本語教育の規模を拡大す

るには、日本語教師の拡充は必須だが、そのための母語話者日本語教師（以下 NT3）は

限られている。在留邦人が少ないためである。コスタリカ人日本語教師の養成や、NT

とのチームティーチングをすることにより、コスタリカ日本語教育の更なる発展が期待

されるが、そのためには NT と NNT の同異点を確認する必要がある。NT と NNT の言

語学習に対しての考えは、何が違うのか、何が同じなのかを知ることは、教師養成やチ

ームティーチングを行う際に、有用な情報になるだろう。本稿では、コスタリカでの

NT と NNT の言語学習に対しての考え、つまりビリーフの調査を行い、両グループの

                                                             
1 JICA（Japan International Cooperation Agency、独立行政法人国際協力機構） 
2 NNT（Non-Native Teacher、非母語話者教師、本稿ではコスタリカ人日本語教師を指す。

ティーチングアシスタントも含む。） 
3 NT（Native Teacher、母語話者教師、本稿では日本人日本語教師を指す。） 
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同異点を探る。 

 

2．研究背景 

2-1 コスタリカについて 

外務省 HP「コスタリカ共和国基礎データ」によると、同国の人口は約 486 万人（2016

年）、民族構成はスペイン系および先住民との混血が 95％、アフリカ系が 3％、先住民

他が 2％となっている。言語はスペイン語、在留邦人は 386 人（2016 年 10 月現在）、

宗教はカトリックが国教である。 

日本からコスタリカは、飛行機で 15 時間以上かかるため、観光目的で訪れる人は非

常に少ない。自然が豊かなため、エコツーリズムが盛んで、地理的にも近く治安が安定

しているためアメリカ人観光客は多い。日本国内ではコスタリカに関する情報は限られ

たものしかなく、おもに政治に関するものである。同国は憲法で軍隊を廃止しており、

現在も軍に相当する大規模戦力を保持していない。そのため、日本では「非武装平和主

義国」（国本 2016:26）、「中米のスイス」（寿里 1990:291）などと語られることも多い。 

 

2-2 コスタリカ日本語教育事情 

コスタリカの日本語教育は 1978年に JICA青年海外協力隊によりコスタリカ大学（以

下 UCR4）において、選択第 2 外国語科目として始まった。その後、ナショナル大学（以

下 UNA5）、コスタリカ大学オクシデンテ校（以下 OCC6）へ派遣され授業が始まった。

2018 年現在でもこの 3 国立大学に JICA ボランティアが派遣されている。私立の語学学

校では 1985 年ごろから日本文化センターが日本語教育を始めており、現在では複数の

私立機関において日本語教育が行われている。2015 年より JLPT が実施されている。

国際交流基金（2017）によると、2015 年度のコスタリカの日本語教育機関数は 8 機関、

教師数は 26 人（うち NT は 14 人）、学習者数は 522 人となっている。表 1、2 は国際交

流基金の 2015 年度海外日本語教育機関調査の結果をまとめたものである。メキシコは

世界 20 カ国のスペイン語圏において、2015 年度調査での日本語学習者数は最多を記録

した。コスタリカは中米においては、メキシコに次ぐ規模である。 

                                                             
4 UCR（Universidad de Costa Rica、コスタリカ大学） 
5 UNA（Universidad Nacional de Costa Rica、ナショナル大学） 
6 OCC（Universidad de Costa Rica, Sede de Occidente、コスタリカ大学オクシデンテ校） 
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表 1 2015 年度コスタリカ学習者数内訳 

教育段階 学習者数 割合 

初等教育 40 7.7% 

中等教育 36 6.9% 

高等教育 220 42.1% 

その他の教育機関 226 43.3% 

計 522 100% 

 

表 2 2015 年度調査における近隣国との比較 

国名 機関数 教師数 学習者数 
10 万人あたりの 

学習者数 

メキシコ 68 322 9,240 7 

コスタリカ 8 26 522 11 

ホンジュラス 5 17 617 8 

グアテマラ 4 8 271 2 

エルサルバドル 4 17 269 4 

パナマ 3 4 107 3 

ニカラグア 2 4 109 2 

 

2-3 JICAボランティアについて 

JICA ボランティアとは日本政府の ODA 予算により、独立行政法人国際協力機構（以

下 JICA）が実施する事業であり、開発途上国からの要請に基づき、技術・知識・経験

を持った人を派遣する事業である。 

コスタリカの日本語教育分野における１つの目標は、現地の日本語教育が自立し、

JICA ボランティアに頼らない状態にすることである。そのためには、日本語の授業を

するだけではなく、コースの設立、カリキュラムの整備、現地日本語教師の養成なども

必要になってくる。コスタリカでは約 40 年にわたり日本語教師が派遣されたにも関わ

らず、自立のめどは立っていない。昨今では、JICA ボランティアの応募者の減少、他

の開発途上国と比べると発展しているコスタリカの状態、他国と比べると多い派遣者数

などもあり、コスタリカへの日本語教師派遣を削減・中止することも検討されていると

聞く。JICA コスタリカ事務所や派遣隊員は、コスタリカへの日本語教師の派遣が中止

され、日本語教育が衰退してしまうことを危惧している。そのため、コスタリカ日本語

教育の自立のため現地教師の養成が急務となっており、ボランティアへ要請されている

活動内容にも、日本語の授業を行うことと、「授業を通してのアシスタントに対する日本

語教授法の指導」（以下「現地教師養成」）が挙げられている。「現地教師養成」の必要性

は、JICA 事務所やボランティアに周知はされているが、それに対しての方策は特に決

められていない。そのため、「現地教師養成」という喫緊の課題に対しての研究・調査の
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必要性があると考える。 

 

3．先行研究と研究目的 

3-1 先行研究 

日本語教育学会『新版日本語教育事典』（2005:807）では、「言語学習についての信念

（ビリーフ）7とは、言語学習の方法・効果などについて人が自覚的または無自覚的にも

っている信念や確信を指す」とされ、教師と学習者の間にはビリーフのギャップが存在

し、「こうした場合、両者の調整が不十分なまま授業を強行すると学習者の積極的な参加

を得ることはできない」とされている。そして、「文化的背景の違いによる信念の違い」

があるとしている。 

久保田（2009:188）では、教師のビリーフをこう定義している。「教師の思考過程を

形作る要素のうち、思考、決断、計画のようなその場での反応ではなく、それまでの経

験や知識などの蓄積から形作られる考え方や信念の部分」としている。 

本研究でのビリーフの定義は「人が自覚的・無自覚的にもっている言語学習について

の考え方で、それまでの経験や知識などから形作られるもの。」とする。 

ビリーフの先行研究は、学習者への調査と教師への調査の 2 つのグループに大別され

る。Horwitz（1985, 1987）は、英語学習者のビリーフを調査するためビリーフ質問調

査紙 BALLI（Beliefs About Language Learning Inventory）を作成し調査を行なった。

その後、この質問調査紙 BALLI が日本語教育にも援用され、世界各国の日本語学習者

のビリーフ調査が行われた。例えば、中国（岡崎 2002）、韓国（呉 2007）、メキシコ（高

崎 2014）などである。複数国を比較した阿部（2014）などもある。しかし、先行研究

においてコスタリカ人学習者を対象としたものは見当たらない。 

教師のビリーフ調査は、対象が NT か NNT かによって分けられる。NT では松田

（2005）などが挙げられ、NNT ではタイ人日本語教師を対象にした福永（2015）など

が挙げられる。複数国の NNT の比較を行った久保田（2007）などもあるが、教師ビリ

ーフ調査の先行研究でも、コスタリカに焦点を当てたものは見当たらない。 

中米地域の日本語教育について書かれた先行研究は多くなく、そのほとんどがメキシ

コについてで、副島（2006）、佐藤（2018）などがある。副島（2006）では、メキシコ

日本語教育の問題点として「日本語教師不足」を挙げ、それに 5 つの側面があるとし、

その 1 つで NNT についてこう述べている。「メキシコ国内において将来的に日本語教師

を確保する道として、ノンネーティブの日本語教師が担うしかあり得ないであろう」と

述べているが、「現在の状況では（略）ノンネーティブ教師の日本語の運用力が必ずしも

高くないということと、日本語教育の知識や技術においても一定のレベルに達していな

い」とし、NNT に対する種々の方策の必要性を指摘している。コスタリカにおいても

                                                             
7 この分野に関する先行研究では、BELIEFS、belief、信念、確信、ビリーフス、ビリーフ

などの用語が使われているが、本稿ではビリーフと表記する。 
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状況は似ており、この問題に対する調査研究の必要性があると考える。 

メキシコ以外だとグアテマラ（新井 2015）、ニカラグア（窪 2010）などである。コ

スタリカを含む中米・カリブ地域の日本語教育互助組織に「中米・カリブ日本語教育ネ

ットワーク」という組織があるが、それを対象とした佐久間（2010）、荒井（2014）な

どがある。メキシコ以外の中米地域の国を対象とした研究は非常に少なく、コスタリカ

日本語教育に焦点を当てた先行研究は見当たらない。 

 

3-2 研究目的 

本調査では、先行研究で扱われることがなかったコスタリカ日本語教育に焦点を当て、

その中でもビリーフ調査を通して NT と NNT の言語学習に対する考え方の同異点を探

る。そして、コスタリカ日本語教育の問題点の 1 つである「現地教師養成」について考

察する。 

 

4．調査 

4-1 調査方法 

コスタリカと同じスペイン語話者のメキシコ人日本語学習者を対象にした高崎

（2014）で使用された質問調査紙 BALLI メキシコ版を、本調査でも援用する。メキシ

コ人日本語学習者、コスタリカ人日本語学習者、コスタリカ人日本語教師、日本人日本

語教師の 4 グループの比較を念頭に置いているためである。本稿ではコスタリカ人日本

語教師、日本人日本語教師の 2 グループに絞って考察する。 

高崎（2014）の BALLI に加え、いくつかの意識調査も加え、スペイン語をコスタリ

カ向けに多少手直しした。ネイティブチェックを経て、BALLI スペイン語コスタリカ版

を作成した。インターネットを通したアンケート実施方法「Google form」を使用し、

コスタリカ日本語教師会協力のもと調査を行なった。調査時期は 2018 年 9 月から 10 月

である。 

 

4-2 調査協力者 

本調査の NT とは、コスタリカにおいて日本語教授経験のある日本人日本語教師のこ

とである。NT は 14 人で、そのうち JICA ボランティアは、調査時において現役 6 隊員

と元 5 隊員を合わせ 11 人である。JICA ボランティアには JV と SV8という区分けがあ

るが、11 人のうち、JV が 3 人（うち元隊員 1 人）、SV が 8 人（うち元隊員 4 人）であ

る。本調査の NNT とは、ティーチングアシスタントも含めたコスタリカ人日本語教師

のことである。 

調査協力者が教えた経験があると回答した機関は以下の通りである。丸括弧内は回答

                                                             
8 JV（青年海外協力隊、20〜39 歳まで）と SV（シニア海外ボランティア、40〜69 歳まで）。

年齢以外にも実務経験年数や求められる技術などの違いがある。 
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人数を表している。コスタリカでは機関を掛け持ちしたりして、複数機関での教授経験

がある教師が多く、複数選択可としたため、合計人数は調査協力者の総数を超える。NT

は UCR(6）、OCC(3)、UNA(2)、Casa de idiomas(2)、Palmares(1)、New Learning 

Academy(1)、智美先生の日本語教室(1)、日本文化センター(3)、Casa Manga(1)である。

NNT は UCR(6)、UNA(3)、CIDI(2)、Idiomas CR(3)、日本文化センター(5)、Casa 

Manga(1)、Programa Institucional para el Adulto y Adulto Mayor(1)、その他(1)と回

答。 

 

表 3 コスタリカを対象としたビリーフ調査の協力者 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3 調査結果 

質問紙は質問内容に対して、①強く賛成 ②賛成 ③賛成でも反対でもない ④反対 ⑤

強く反対のどれか１つを選択するというものである。データを収集後、平均値と標準偏

差を計算し、t 検定を行い統計処理をした。その結果、NT と NNT の平均値間に 5％水

準以下で、27 項目において有意差が見られた。つまり、全 51 項目のうち、半数以上の

27 項目において、本調査対象の NT と NNT は違いがあるという結果になった。 

 

5．ビリーフ調査結果詳細 

ここでは、ビリーフ調査結果から見る、コスタリカの NT と NNT の同異点について

詳述する。表 4〜8 にはコスタリカで教授経験のある日本人日本語教師（表中 NT）、コ

スタリカ人日本語教師（表中 NNT）、NT と NNT の平均値間で t 検定を行なった際の t

値（表中 t 値）、t 検定の有意確率（表中有意確率）の項目を載せる。表中網掛け有意確

率は NT と NNTの平均値間に 5％水準以下で、有意差が見られたものである。表中 NT、

NNT の項目に掲載した数値は、上が回答の平均値、下の丸括弧内が標準偏差である。

回答平均値は 1〜5 までの間で推移し、1 が最も強く賛成し、5 が最も強く反対する考え

である。目安として 3 以上の値を記録すると質問に対して否定傾向になる。 

また、表中の質問内容欄において、「3.私は自分が日本語（NT は他目標言語）を習得

できると思っている。」のように、丸括弧書きで（NT は〜）などとなっている質問がい

くつかある。このような質問では、NT に対しては丸括弧内の質問内容であり、NNT に

対しては丸括弧なしの質問内容になる。一部質問内容が NT に適さないため、質問内容

  NNT NT 

総数 20 人 14 人 

男女比 
男 50％(10 人) 

女 50％(10 人) 

男 7.1％(1 人) 

女 92.9％(13 人) 

平均年齢 25.8 歳 45.4 歳 

平均学習歴 4 年 4 ヶ月  

平均教授歴 2 年 3 ヶ月 9 年 8 ヶ月 

母語 
スペイン語 19 人 

英語 1 人 
日本語 14 人 



【さいたま言語研究】第 3 号 

19 
 

を調整したためである。 

 

5-1 「言語学習の適正」 

言語学習ビリーフ調査には 5 つのカテゴリーがあるが、まずは「言語学習の適正」カ

テゴリーを見ていく。このカテゴリーでは、7 項目中 4 項目で NT と NNT の間に有意

差が確認された。項目 18「私は外国語学習に特別な才能を持っている」では、NNT は

NT に比べ、外国語学習に自信を持っている様子がうかがえる。逆に NT は謙遜してい

るのかもしれないが、コスタリカに住んだ経験を持ち、スペイン語が話せるにも関わら

ず、回答は否定傾向を示している。 

項目 45「もし 1 日に 1 時間ずつ日本語を勉強したら、上手に話せるまでにどれくらい

かかるか」では、両グループの考えは似た傾向で、3 年前後と考えているようだ。 

 

表 4 「言語学習の適正」 

 

5-2 「言語学習の本質」 

「言語学習の本質」カテゴリーでは、10 項目中 5 項目で有意差が確認された。項目

29「外国語学習の中で一番重要なのは文法の学習である」では、NNT は文法学習を重

視しているが、NT は逆に文法学習重視には否定的な意見を持っており、考えの違いが

見て取れる。教師養成時に、授業構成で両グループ間に齟齬が生じる可能性があり、教

える側の NT の押し付けにならないように気をつけたほうが良いだろう。チームティー

チング時には、文法を担当する NNT とそれ以外を担当する NT に分けても良いだろう。 

項目 35「外国語学習の中で一番重要なのは、自分の言語からの翻訳の学習である」で

は、両グループともに否定傾向を示しており、考えの傾向は一致している。 

                                                             
9 項目 2 の回答選択肢は、「①とても難しい言語 ②難しい言語 ③難しさは普通の言語 ④

簡単な言語 ⑤とても簡単な言語」である。 
10 項目 45 の回答選択肢は、「①1 年以下 ②1〜2 年 ③3〜5 年 ④5〜10 年 ⑤1 日に 1

時間では話せるようにならない。」である。 

 質問内容 NT NNT t 値 有意確率 

2 ある言語は他の言語に比べて易しい。9 
2.64 

(0.74) 

2.30 

(0.73) 
-0.884 0.192 

3 
私は自分が日本語（NT は他目標言語）を習得

できると思っている。 

2.57 

(0.76) 

1.95 

(0.76) 
-2.038 0.025 

5 私の国の人は外国語学習が得意である。 
3.14 

(0.53) 

2.65 

(0.75) 
-1.783 0.042 

12 
数学や科学が得意な人は外国語学習が得意で

はない。 

4.36 

(0.84) 

4.45 

(0.89) 
0.718 0.761 

18 
私は外国語学習について特別な才能を持って

いる。 

3.71 

(0.73) 

2.25 

(0.79) 
-5.273 0.000 

41 すべての人が外国語を習得できる。 
2.79 

(0.80) 

1.95 

(1.00) 
-2.298 0.014 

45 
もし 1 日に 1 時間ずつ日本語を勉強したら、上

手に話せるまでにどれくらいかかるか。10 

2.43 

(1.16) 

2.65 

(0.99) 
0.135 0.553 
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表 5 「言語学習の本質」 

 

5-3 「言語学習とコミュニケーションストラテジー、教室活動」 

「言語学習とコミュニケーションストラテジー、教室活動」カテゴリーでは、11 項目

中 3 項目で有意差が確認された。項目 27「外国語学習の誤りは初期の段階で訂正しなけ

れば、後で訂正するのは難しい」では、NT は否定傾向を、NNT は賛成傾向を示してい

る。NT は初期の誤りに寛容な姿勢がうかがえるが、NNT には初期においても正確性

を求める姿勢がうかがえる。久保田（2007）では世界各国のノンネイティブ教師のビリ

ーフを比較し、「正確さ志向」は出身地域などによる影響を受けると指摘している。そし

て「ノンネイティブ教師のビリーフはネイティブ日本語教師のビリーフとは異なること、

その要因として、日本語運用力や日本語の背景知識や日本文化に対する理解がネイティ

ブとは異なるという意識が、「正確さ」や「豊かさ」に対する志向性をネイティブ以上に

強くしている」と述べている。本調査からコスタリカでも、NNT は NT よりも強い「正

確さ志向」が見て取れる。教師養成時には、誤りに対して寛容な姿勢で臨むか、厳格な

姿勢なのかは、NT と NNT の間であらかじめ擦り合わせておいたほうが良いだろう。 

一方、項目 7「きれいな発音で話すことが重要だ」、21「繰り返し練習することが重

要だ」、32「学習者が積極的に教室活動に参加するような授業は良い授業だ」では、両

グループとも強く賛成しており、これらの点では似た傾向で一致している。 

 質問内容 NT NNT t 値 有意確率 

6 日本語の学習は生活の質を豊かにする。 
2.36 

(0.50) 

1.80 

(0.77) 
-2.070 0.023 

9 
外国語を習得するためには、その文化を知るこ

とが必要だ。 

2.07 

(1.00) 

1.40 

(0.68) 
-2.022 0.026 

14 
外国語学習はその外国語が話されている国で行

なうのが一番いい。 

2.50 

(1.22) 

1.90 

(0.91) 
-1.246 0.111 

20 
外国語学習の中で一番重要なのは、語彙の学習

である。 

2.79 

(0.58) 

2.40 

(0.60) 
-1.513 0.070 

29 
外国語学習の中で一番重要なのは、文法の学習

である。 

3.43 

(0.65) 

2.65 

(0.81) 
-2.703 0.005 

30 
外国語を聞いて理解するよりも話すほうが易し

い。 

3.36 

(0.63) 

3.55 

(0.76) 
-0.147 0.442 

34 
外国語学習の方法は、他の分野の学習とは異な

る。 

3.29 

(0.61) 

1.50 

(0.76) 
-7.032 0.000 

35 
外国語学習の中で一番重要なのは、自分の言語

からの翻訳の学習である。 

3.71 

(0.83) 

3.85 

(1.09) 
0.520 0.697 

42 
外国語を話すより、読んだり書いたりするほう

が易しい。 

3.21 

(0.80) 

3.10 

(1.07) 
0.643 0.738 

51 
私は趣味を楽しむように日本語（NT は他目標

言語）を学んでいる。 

2.21 

(0.80) 

1.50 

(0.61) 
-2.680 0.006 
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表 6 「言語学習とコミュニケーションストラテジー、教室活動」 

 

5-4 「学習動機」 

「学習動機」カテゴリーでは、7 項目中 5 項目で有意差が確認された。項目 40「外国

の文化について知りたい場合、外国語を学習しなくても自分の言語で多くのことを知る

ことができる」では、NT は賛成傾向を示しているが、NNT は否定傾向を示している。

つまり NNT は文化を知るには言語学習が必要との姿勢だが、5.2 の項目 9「外国語を習

得するためには、その文化を知ることが必要だ」でも NNT は強い賛成を示しており、

文化と言語学習について NNT は NT より強い意識を持っているようだ。 

項目 23「私の国の人は（コスタリカでは）、日本語や日本文化を知ることは重要だと

考えている」、48「私の国では（コスタリカでは）、日本語を話せることが重要だと思わ

れている」では、両グループとも否定傾向を示しており、考えの差は見られず、コスタ

リカにおいて日本文化や日本語の重要度は高くないと認識している。 

 質問内容 NT NNT t 値 有意確率 

7 きれいな発音で話すことが重要だ。 
2.57 

(0.65) 

2.05 

(1.05) 
-1.256 0.109 

10 
正しく言えるようになるまでは話すべきではな

い。 

4.50 

(0.65) 

4.05 

(1.05) 
-0.989 0.165 

13 
学習者は教師の説明を聞き、答えを求められた

ときだけ答えるべきだ。 

4.57 

(0.65) 

3.85 

(0.93) 
-2.194 0.018 

15 日本人との日本語の練習は楽しい。 
2.29 

(0.61) 

1.50 

(0.61) 
-3.450 0.001 

17 
わからない日本語の単語は必ず辞書で調べるべ

きだ。 

3.36 

(0.63) 

2.90 

(1.25) 
-0.786 0.219 

21 繰り返し練習することが重要だ。 
1.93 

(0.62) 

1.60 

(0.60) 
-1.151 0.129 

25 
他の人と日本語（NT は他目標言語）で話すと

き、不安を感じて臆病になることがある。 

2.36 

(0.93) 

2.75 

(1.45) 
-0.312 0.378 

26 
教室で学習者同士で日本語を話しても、学習の

役には立たない。 

4.36 

(0.63) 

4.15 

(1.04) 
0.031 0.512 

27 
外国語学習の誤りは初期の段階で訂正しなけれ

ば、後で訂正するのは難しい。 

3.29 

(0.99) 

2.20 

(0.95) 
-2.946 0.003 

31 CD などで練習することは重要だ。 
2.14 

(0.66) 

1.85 

(0.75) 
-0.691 0.247 

32 
学習者が積極的に教室活動に参加するような授

業は良い授業だ。 

1.64 

(0.50) 

1.45 

(0.60) 
-0.434 0.333 
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表 7 「学習動機」 

 

5-5 「教師の役割と学習者の自律性」 

「教師の役割と学習者の自律性」カテゴリーでは、16 項目中 10 項目で有意差が確認

された。項目 8「教師が学習到達目標を設定しなければならない」、33「教師は学習者を

一生懸命学習させなければならない」、47「教師は学習者の学習環境を整えるべきだ。

そうして学習者のサポートを続けるべきだ」の 3 項目では、NNT は NT に比べ賛成傾

向を示している。NNT は学習に対して、学習者個人の問題としてではなく、より強く

教師側が介入することを良しとする考えが見て取れる。チームティーチングでは、NNT

が授業の雰囲気作りや、質問や悩みに対しての学習者への個別対応などを担当するのが

良いだろう。 

一方、項目 43「はっきりとした目的があれば外国語の上達が早くなる」、46「教師は

学習者がよく勉強するように動機付けるべきだ」では、両グループともに賛成傾向を示

しており、考えの違いはない。 

 質問内容 NT NNT t 値 有意確率 

23 
私の国の人は（コスタリカでは）、日本語や日本

文化を知ることは重要だと考えている。 

3.07 

(1.00) 

3.55 

(0.76) 
-1.188 0.122 

37 日本語ができれば、いい就職のチャンスがある。 
3.07 

(0.62) 

2.05 

(0.83) 
-3.671 0.000 

38 
私は日本人の（NT は他目標言語の）友人を作り

たい。 

2.00 

(0.78) 

1.40 

(0.60) 
-2.230 0.016 

40 

外国の文化について知りたい場合、外国語を学

習しなくても自分の言語で多くのことを知るこ

とができる。 

2.21 

(0.58) 

3.75 

(1.16) 
-4.302 0.000 

48 
私の国では（コスタリカでは）、日本語を話せる

ことが重要だと思われている。 

3.36 

(0.74) 

3.75 

(0.85) 
-0.955 0.173 

49 
私は日本語（NT は他目標言語）が上手に話せる

ようになりたい。 

1.64 

(0.63) 

1.05 

(0.22) 
-3.625 0.000 

50 
日本語（NT は他目標言語）を学ぶだけでなく、

いつか教えたいと思う。 

3.00 

(0.78) 

1.65 

(1.14) 
-3.590 0.001 
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表 8 「教師の役割と学習者の自律性」 

 質問内容 NT NNT t 値 有意確率 

1 外国語学習に成功するにはいい教師が必要だ。 
2.00 

(0.68) 

1.70 

(0.80) 
-0.644 0.262 

4 
教師による定期的な試験は学習者にとって助け

になる。 

1.93 

(0.62) 

2.05 

(0.89) 
0.420 0.661 

8 教師が学習到達目標を設定しなければならない。 
2.86 

(1.03) 

1.45 

(0.60) 
-4.786 0.000 

11 
教師にどのように学習を進めるべきか教えてほ

しい。 

2.71 

(0.61) 

1.60 

(0.60) 
-5.060 0.000 

16 学習者の評価は教師からされるべきだ。 
3.36 

(0.74) 

1.90 

(0.72) 
-5.496 0.000 

19 
外国語を学習するとき、教師に助言を求めるのが

好きだ。 

2.64 

(0.63) 

1.55 

(0.51) 
-5.327 0.000 

22 
自分の外国語学習のどの部分を改善するべきか

わかっている。 

2.43 

(0.76) 

1.70 

(0.73) 
-2.531 0.008 

24 
教師の言う通り勉強すれば外国語の上達が早く

なる。 

3.29 

(0.83) 

2.25 

(0.64) 
-3.879 0.000 

28 
自分の間違いを自分でチェックするとき、一番学

習できる。 

2.57 

(0.51) 

2.40 

(0.99) 
0.150 0.559 

33 
教師は学習者を一生懸命学習させなければなら

ない。 

3.00 

(0.68) 

1.45 

(0.60) 
-6.747 0.000 

36 
教師に自分がどのくらい外国語学習が進んだか

教えてほしい。 

2.57 

(0.65) 

1.80 

(0.70) 
-3.008 0.003 

39 
教師に自分の外国語学習上の問題点や困難点を

教えてほしい。 

2.21 

(0.70) 

1.20 

(0.41) 
-5.088 0.000 

43 
はっきりとした目的があれば外国語の上達が早

くなる。 

1.71 

(0.73) 

2.05 

(1.05) 
-0.503 0.309 

44 

日本語を習うことはその文化を研究するためだ

けでなく、社会、政治、科学技術等を研究するた

めにも助けになる。 

2.21 

(0.70) 

2.00 

(0.86) 
-0.136 0.446 

46 
教師は学習者がよく勉強するように動機付ける

べきだ。 

2.07 

(0.73) 

1.65 

(0.88) 
-1.055 0.150 

47 
教師は学習者の学習環境を整えるべきだ。そうし

て学習者のサポートを続けるべきだ。 

2.36 

(0.63) 

1.50 

(0.69) 
-3.436 0.001 

 

6．まとめと今後の課題 

本稿において、対象となったNTとNNTのグループにおいて、全51項目中27項目おいて

有意な違いが確認された。違いを確認することにより、「現地教師養成」やチームティー

チングに役立てることができるだろう。 

コスタリカにおけるJICAボランティアの仕事の１つに、「授業を通してのアシスタント

に対する日本語教授法の指導」というものがあり、現在の喫緊の課題となっている。しか

し、JICAからは具体的な方策が示されず、ボランティア任せとなっているのが現状であ

る。ボランティアの任期は原則2年となっており、例えばあるボランティアが現地教師養

成のための指導を行なったとしても、明確な指導方針が決まっていなければ、新ボランテ

ィアになった時に教師養成の方向性がまるっきり変わってしまう可能性がある。この現地

教師養成の方向性が決まっていないことが大きな問題ではないだろうか。NNTには、今ま

での学習経験などから培ってきたビリーフが存在する。それはNTとは違うものである。
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教師養成をするにあたり、その違いを変容させてしまうことは良いことだろうか。NNT

にはNTにない良いものがあり、それを確認することから、教師養成の方向性は決まって

くるだろう。 

今後の課題としては、コスタリカ人学習者グループを加えてのビリーフ比較の調査分析

をし、「現地教師養成」の具体的な方向性を示すことを課題とする。それに加え、今回の

結果がコスタリカ人特有のものなのかどうかの検証を行い、ビリーフの背景を考察してい

く。 
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